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理化学研究所 

HPCI計算生命科学推進プログラム 

 江口至洋 

「京」コンピュータと計算生命科学 

201１年７月５日 兵庫県高等学校教育研究会生物部会 
           14:00～14:15 於： 甲南大学フロンティアサイエンス学部 
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計算機科学の飛躍的進歩 
ースーパーコンピューター 

59.7GF 

K computer system (CG) 

8.16PF 
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8万個以上のCPUが合わ
さって1京/秒（10PFLOPS）
の計算速度 

45nm半導体プロセス技術 

シリコン 

ウェーハ 

から 

CPUチップ 
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1つのCPUには、

８個のコア（計算
を受け持つ最小
単位）が搭載され、
8×16GFLOPS= 

128GFLOPSの計
算速度 

8万個以上のCPU間を相互
に接続するネットワーク 

計算機科学の飛躍的進歩 
ースーパーコンピューター 

http://jp.fujitsu.com/about/tech/k/ 
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計算機科学の成果の活用 
ースーパーコンピュータの成果を社会に繋げるー 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/020/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2011/03/24/1302469_1.pdf 
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計算生命科学誕生の背景 

分子生物学の興隆 

さまざまな生命現象に対する理解を分子レベルまで掘り下
げていく。 

• Watson「遺伝子の分子生物学」→Alberts「細胞の分子生物学」 

計算機科学の進歩 
パソコンの性能向上（例：理論性能51.2GF）。 

世界トップのスパコン「京」は ８PetaFLOPSにもなる。 

計測技術の進歩 
一分子計測技術： 動的挙動の解析、反応素過程の解析 

質量分析装置：  タンパク質が飛んだ（1988年） → 一細胞内の分析 

シークエンサー：     数千bp／日（1980年頃） → 数十億bp／日 

・・・・・・ 
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20世紀後半に起った 

１．分子生物学の興隆 

２．計算機科学の進歩 

３．計測技術の進歩 

計算生命科学を媒介にした３つの生命科学の鼎立 

計算生命科学 

実験生命科学 理論生命科学 

計算生命科学 

への期待 
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計算生命科学のめざすもの 

極めて複雑な生命を研究対象に、 
 

洗練された数理モデルを構築し、 
 

京速コンピュータ「京」を用い、 
 

生命を理解し、予測する。 
 

さらに、生命に潜む法則を見出す。 

戦略分野１ 予測する生命科学・医療および創薬基盤 

柳田 敏雄 統括責任者 
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計算生命科学の研究課題 

 細胞内分子ダイナミクスのシミュレーション 
〜細胞環境における分子および細胞スケールシミュレーション〜 
代表：杉田 有治 理化学研究所 

創薬応用シミュレーション 
〜革新的な薬の活性予測シミュレーション〜 
代表：藤谷 秀章 東京大学先端科学技術研究センター  

大規模生命データ解析 
〜生命プログラムとその多様性の理解〜 
代表：宮野 悟 東京大学医科学研究所  

予測医療に向けた階層統合シミュレーション 
〜循環器系および筋骨格系・神経系の階層統合シミュレーション〜 
代表：高木 周 東京大学大学院工学系研究科 
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人材育成： 生命科学において高度な計算科学技術環境を使いこなせる人材の育成 

①人材育成プログラムの実施 

大阪大学や産業技術総合研究所等と連携し、学生、大学院生、社会人を対象とした人材育成プログラムを推進
する。そこでは、将来にわたり継続していく仕組みを構築する（→HPCI研究教育拠点の形成）。 
 

②大学等研究機関での出張講義 

全国の大学等研究機関で実施されている生命科学、医療、薬学を専攻する大学生や大学院生を対象にした講
義等に協力し、計算生命科学への理解を深めて頂く。 

パブリック・アウトリーチ活動の取り組み 

③若者（高校生）への出張講義、セミナー 

若い段階から、生命科学分野における高度な計算機環境の重要性を理解して頂くため、
高校生などを対象に計算生命科学についての講義などを行う。 


